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事故レベル６と考察される福島軽水炉事象 2011 

Fukushima LWR event 2011 is assessed as accident level 6 

 

札幌医科大学医学研究科                                     高田 純 （TAKADA Jun） 

  

1. はじめに 

核施設の異常事象の規模を評価する尺度として、1992年に国際原子力機関と経済協力開発機構・国際エネ

ルギー機関が提案した「国際原子力事象評価尺度」がある。最大はチェルノブイリ1986事象レベル７とされ

ているが、広島1954は恐らくレベル11であろう。 

福島2011事象の事故レベルは、原子力安全・保安院が2011年４月12日に第４報の暫定評価として、レベル

７として公表した。この評価の基礎は、福島第一原子力発電所の原子炉から大気中への放射性物質の総放出

量の試算にあった。しかし、放出放射能の総量推定には大きな誤差を伴うが、そうした科学議論を含む報告

書は存在しない。すなわち、保安院の断定するレベル７に科学根拠はない。原子力学会誌上では、保安院が

断定した福島のレベル７に異論がでて、「炉心の損傷状況からレベル５、最大でも６が順当」との意見がある
1)。 

レベル６と評価されている核廃棄物貯蔵タンクの爆発だったキシュテム事故1957年に比べて、汚染レベル

および地理的範囲、そして住民の線量が顕著に低い福島軽水炉事象が、それ以上のレベル７の判定は不合理

である。 

今回の報告は、過去の核事象での公衆の線量の比較から、福島軽水炉事象の事故レベル評価を議論する。 

2. 資料と方法 

放射線源周辺へ放出された放射性物質の総量推定に比べて、オンサイト・オフサイトの人体の受けた線量

評価は、実測値の存在から誤差は少ない 2)。オンサイトについては、線源となった福島第一軽水炉の東京電

力作業員や緊急対処で活動した陸上自衛隊員の装着した個人線量計の値。オフサイトは、3～４月に測定され

た住民の甲状腺線量、筆者の 4月上旬の個人線量などがある。 

３. 議論 

レベル７はオンサイトで 30人が急性死亡したチェルノブイリ黒鉛炉事故（線量レベル 3)は、サイト内Ｂ～

Ａ、サイト外Ｃ）の評価値であり、急性死亡ゼロ人の福島軽水炉事象（線量レベルは、サイト内Ｄ～Ｃ、サ

イト外D）が、それと同一とする判断は矛盾する。 

レベル６と評価されている、プルトニウム製造施設内の液体廃棄物貯蔵タンクの爆発だったキシュテム事

故時の周辺公衆の最大線量 500mSv(線量レベルD+~C)と比べると、福島軽水炉事象の線量は、かなり低い。 

ただし福島は事故レベル５と評価されたスリーマイル島軽水炉事象（オンサイトD~D+、オフサイト E, 甲

状腺D）よりも線量は顕著に高い。 

  

４. まとめ 

福島（オンサイトD+~C、オフサイトD）はキシュテム事故よりも線量は低いけれども、総合的に判断

して、事故評価としては６と区分するのが妥当である。 
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